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「しかし、わたしはあなたがたに言います。自
分の敵を愛し、自分を迫害する者のために祈
りなさい」（マタイ5:44）
　現在、中国でも、政治権力が人間の魂までも支
配し、神になろうとするかのような試みが露骨に
力を現しています。世界を視野にとらえれば、迫
害は過去のものではなく現在形で進められてい
ます。そのような状況におかれている主の民は、
上記の祈りの中で敵に向き合っている事でしょ
う。
　世界遺産に認定された「長崎と天草地方の潜
伏キリシタン関連遺産」の一部である長崎県・
平戸を訪れました。悲惨な迫害や殉教の話も多
く残されています。見せしめのために村の者にも
処刑を見せていたようです。美しい海岸で、三世
代にわたる家族が、松浦藩の役人によって惨殺さ
れます。その時、彼らは「祈っていた」と伝えられ
ています。何を祈っていたのかは伝えられていま
せんが、見ていた者の中には、上記の主の教えを
聞き、その中に、殉教者の祈りを聞き取っていた
者もいたと考えられます。

　徳川幕府の始まりから、キリシタンへの弾圧は
苛烈さを極め、1644 年の宣教師放逐をもってキ
リシタンは、遠からず根絶されると思われました。
しかし、禁教令が解かれるまでの 230 年、世界に
類のない徹底した弾圧の中でも信仰を継承してき
た人々が「潜伏」しており、それが「浮上」して、
1873 年以降正式にカトリック教会に合流します。
彼らを「潜伏キリシタン」と呼びます。それ以降、

信徒たちの手で建設された教会群が世界遺産に
加えられています。「潜伏」する中で、限られた情報
を口で次世代に伝える他なかった者たちが、自ら
をキリシタンと理解し、その思いが次の世代に継
承されていたことは奇跡と思えます。その継承さ
れた中に、殉教者の祈りも継承されていたのでは
ないでしょうか。
　一方で、明治に入ってもキリシタンの一部は、
混合宗教と化し、デウス、（神道の）神、仏の区別
のつかない宗教的習俗を継承し、教会に戻らな
かった者たちがいました。この流れは、現在殆ど
途絶えてしまったと聞きました。「潜伏キリシタ
ン」と「かくれキリシタン」の違いが、実は宣教師
から聖書を学び、迫害の時代を信仰で見る事が
出来たかどうかによると教えられました。
　日本は、過去と同じような迫害の時代に戻るわ
けではないかも知れません。しかし、信仰に生き
る力は、聖書を正しく聞き、受け止める、神の力に
支配される事にかかっていると言えましょう。今
回の平戸旅行を通して、過酷な時代に生きていた
キリシタンの人々の息吹に触れたような感覚を
持たせられました。

Profile
1949 年生まれ。聖書宣教会卒業後、
1983 年よりJECA栄聖書教会牧師、現
在 JECA 全国運営委員長、聖書宣教会
理事。聖書宣教会 理事

（栄聖書教会牧師）
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Seminary News
聖書神学舎から 01

みおしえを伝える
-恵みの御手に支えられて -

　彼の神の恵みの御手は確かに彼の上にあり、
　第五の月の一日に、彼はエルサレムに着いた。
　エズラは、主の律法を調べ、これを実行し、イ
　スラエルで掟と定めを教えようと心を定めて
　いた。
    （エズラ 7: 9b、10）

この三ヶ月
　11 月にはオープンデイにも賛美礼拝にも昨年
より大勢の方々が羽村までお出かけくださり、主
にある交わりの幸いを喜び合いました。12 月の
学舎は上旬でクラスを終え、研修生は教会奉仕
や学びの調整に励むため、少し静かでした。明け
て１月は、授業を再開し、卒業予定者と入会志願
者のために大いに祈った日々でした。
　卒業予定者 10 名は、主が備えてくださる訓練
の恵みを最後までしっかり受け止め、主に用いら
れやすい器の形に練られて遣わされることを願っ
ています。迎えてくださる教会と祈り合いながら
の時期を過ごしています。
　新入生は本科 1 名と聖書科・聖書専攻 2 名
の女性 3 名です。主の導きを感謝します。同時
に、前例のない状況で、来年度は本科・聖書科
計 22 名という少数で始まることになります。

学舎の務め
　諸教会で伝道者の必要はますます大きくなっ
ています。牧師の高齢化は著しく、牧師の紹介を
求める連絡は絶えません。そうした中で直面し
ているこの状況に戸惑い、主に問いつつ、新年度
に備えます。主が伝道者として召しておられる
方々が、他の何でもなくてただ主を恐れ、主を愛
して、召しに応答することができますように切に祈
ります。そして同労の諸神学校と共々に、賜物に
応じて神学教育の分を担ってまいります。
　聖書神学舎は、原典から聖書を読む力を大切
にしています。聞き分けた主のみおしえに生きる
ことを大切にします。まず自分がみことばに生き
ることです。そして説教をはじめ、あらゆる務め
において、みおしえを伝えることを追い求める伝
道者を育てることを願っています。
　本科、聖書科の教育と訓練のほか、聴講制度も
拡大教育も、みおしえが正しく理解され、力強く
証しされる助けとなることを願って提供していま
す。毎夏の講座と講習会も同様です。8 頁にあ
る今年の案内をご覧ください。
　今春開設する聖書学研究所もこの願いの延長
線上にある、御国の前進に仕える働きです。主に
感謝して、皆様にお知らせします。

　2020 年 3 月 1 日をもって聖書宣教会に「聖
書 学 研 究 所」（Tokyo Institute of Biblical 
Studies）を開設しました。津村俊夫所長と三
浦譲所員の体制で始動します。
　聖書を「誤りなき神のことば」と告白する福音
主義の立場において、聖書の学問的な研究をす
ることは可能であるのみならず、主の教会の歩み

にとって不可欠であるという確信に立って研究活
動を進めてまいります。この研究が、みことばの
宣教を静かに力強く支えるものとなることを信じ
て。どうぞお祈りください。
　聖書宣教会のウェブサイトでも情報を更新し
ていきます。また、次号の通信で具体的な活動に
ついてお知らせしたいと思います。

Izumi Akasaka
赤坂 泉

聖書宣教会 校長

聖書学研究所開設
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A Student’s Testimony
研修生の証し  02

　今年度の単身寮では男女合わせて 14 名が研修生
活を共にしています。授業日の朝食は研修生が作りま
す。２～３名が当番となり、おおむね週１回の割合で
全員が当番にあたります。出身地も、家庭の味も、好み
も異なる 14 名ですから、味噌汁の塩加減の好みもそ
れぞれです。私も「いい塩梅」を求めて味噌汁を作りま
すが、いかんせん未だ 14 名全員から同時に「合格」を
もらえたことはありません。

　３年間の寮生活を振り返ると、単身寮の生活で教え
られることの多くは、この「味噌汁の塩加減」に似てい
るように思います。しばしば味噌汁の塩加減を誤るよ
うに、共に生活するなかで手痛い失敗を味わいます。
出身教会も、信仰の背景も、これまでの歩みも、多くが
異なる兄弟姉妹が生活を共にする。そこでは自分が
普通と信じてきた味噌汁の味が通用しないように、自
分の正しさあるいは当たり前というようなものが、いか
に独り善がりであったかということを教えられます。自
分の判断や行動の動機が探られ、それが自分の好みや
居心地の良さに行き着くことに気付かされます。その
たびごとに、自分が砕かれる必要のある者だと痛感し
ます。聖書に「正しい味噌汁の作り方」は書いてありま
せん。でも、朝の味噌汁作りから、へりくだること、仕

えることを教えられるように、共に生活する毎日には学
びが満ちているのです。

　毎朝、食卓を共に囲み、同じ鍋から同じ味噌汁を頂
くという幸いもさることながら、私にとって単身寮生活
の中での大きな幸いは、生活の中で心を合わせて祈る
仲間が与えられているということです。特に同室者と
の祈りの交わりは、様々な葛藤をも分かち合える率直
な交わりがあり、大きな励ましと祈りの支えを与えられ
ています。青年期に信仰者の友達から離れてしまった
こともあって、互いに腹を割って祈るという経験が乏し
かった私には本当に大きな恵みです。

　私は４年課程のため、宣教会での学びがあと１年間
許されています。おそらく卒業まで続く単身寮での生
活を通して、さらに整えられていきたいと願っています。
また、詩篇 133 篇にあるように、主にある兄弟姉妹と
共に生きる幸い、この恵みをさらに教えられたいと願
います。

　最後に、この恵みの生活が主の憐れみと多くの方の
尊い祈りによって支えられていることを感謝いたします。

　見よ。なんという幸せ なんという楽しさだろう。 
　兄弟たちが一つになって ともに生きることは。
    　（詩篇 133 篇 1 節）

味噌汁の塩加減 𠮷田 真太郎
聖書神学舎本科3年

（写真：寮の同室者と。著者 左）
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　聖書神学舎を卒業して今年で 41 年になります。定
年の 65 歳を過ぎ、昨年 4月から4つ目の教会で、少
し時間を短めにして奉仕しています。

(1) たくさんの失敗をしました。
　牧師になって間もない頃、私は正義感と使命感に燃
えていました。しかし正義感は曲者です。人はだれで
も欠点を持っています。それをわきまえて控え目に事
を進めることが必要でした。舟喜信先生がおっしゃっ
ていました。「敏感であるのは良いことだけれど、聖めら
れた鈍さが必要だ」と。正義は人を傷つけることがあ
ると心得ておくべきでした。

(2) 人とのつながりの持ち方が変わりました。
　アメリカの神学校でキリスト教教育学を学ぶ機会が
与えられました。牧会をしていく上で「人を知りたい」
と思ったからです。人はどうやって変えられていくの
か？人はどうやって学ぶのか？では教えるとは何か？
と。「学習とは、知的に身体的にまた霊的に情報を得て
生き方が変えられるプロセスである」と。「知識を得る」
だけでは不十分で、生き方が変えられていくプロセス
にまで進んで初めて学習だと。「教えるとは、その学習
のプロセスを援助することである」と。私は援助する
者だと認識を新たにしました。そうやって「人とのつな
がり方」が変わってきました。

(3) 神様は良い方です。
　みことばを語る時、どこかで人をさばいている自分が
ありました。怪しい正義感です。ある先生の説教を聞
いている時「この先生は神の恵みという切り口でみこと
ばを捉え語っている」と気がつきました。「私もそうしよ
う」と心に決めました。

　3つ目の教会で 10 数年経った頃、人数も増えて会
堂を拡張する話が出ました。増築の見積の話を教会
員にすると「そんなに費用がかかるのなら新会堂を建て
たらどうか」と。「新会堂は大変だ。それは困る」と私は
思いました。結局 15 年後くらいに新会堂を建てると
いう話に落ち着きました。「15 年後なら私は定年だか
ら、次の先生にやってもらおう」と。逃げ腰でした。と
ころが 15 年にならないうちに建設資金が貯まってき
ました。「先生、建てませんか」と。もう逃げられません。

　感謝なことにただただ恵みによって新会堂は建ちま
した。真新しい牧師館に 2 年半住んで後任の先生に
バトンタッチしました。3つ目の教会での 26 年の奉
仕を終えるとき、「なすべきことはしたのかなァ」と思い
ました。今は「これはどうするんでしたっけ？」と役員さ
んに聞きながら、まだ慣れな
い 4つ目の教会で奉仕してい
ます。

神様は良い方です
Takeo Kobayashi

小林 剛男
尾西キリスト教会 牧師

From Graduates on the Field
卒業生の働きの場から03
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　2005 年 3月に聖書宣教会を卒業してから早 15 年
が過ぎます。最初の赴任地は雪国青森でしたが、素晴
らしい出会いに恵まれ、日々みことばと格闘し、人の力で
はなく「みことばが教会を治める」ことを教えられまし
た。7 年の牧会の後、長年の祈りであったブラジル宣教
に遣わされ、現在 8 年目の宣教生活に入っています。

　首都ブラジリアでは唯一の日系教会となる「ブラジ
リアアライアンスキリスト宣教教会」で協力宣教師とし
て仕えています。教会内の日本語学校で、週二回朝昼
晩のクラスを担当し、日系人子弟だけでなく、非日系ブ
ラジル人にも日本語を教えています。日本のアニメや
漫画、音楽など日本文化に興味のある生徒が多く、将
来日本への留学や出稼ぎ、自身のキャリアアップ等の
ために熱心に学んでいます。恒例の校内お話大会に
は、ブラジルに駐在する日本大使らの出席もあり、広く
伝道の門戸が開かれています。これまでにも多くの生
徒が教会の青年会や礼拝に導かれ、洗礼にあずかって
教会生活を送っています。

　また、日系コロニアのある農村では高齢化する日系
一世の方々を訪問伝道しています。毎月作成配布して
いる日本語の福音レター「ブラジリアの風」は好評で、
日本語の読み物が少ない一世の方々は毎回楽しみに
読んでくださっています。耳が不自由な難聴の方にも

届くメッセージをと願って始めた福音レターです。ポ
ルトガル語の不自由な日系一世は、「こんにちは」と挨
拶するだけで心を開き、お茶に招き入れ、いろいろな話
を聞かせてくださいます。別れ際にはそのご家族と地
域の祝福を祈りますが、合掌して「アーメン」とうなずい
てくださる方もいます。2020 年 3 月からはある村の
日本人会館で「書道教室」を開き伝道する予定です。

　月一回開催している高齢者の集い「きら輝ら会」に
は毎回 20 名以上が集い、健康体操や日本の唱歌、賛
美歌を歌った後、福音のメッセージを届けています。
参加者が持ち寄る巻き寿司や赤飯、おでんなどの日本
食は、一世の人にとっては月に一度の楽しみでもあり、
自然と参加者同士の会話がはずみます。

　訪問や集会のたびに経験することは、「聞くのに早く、
語るのに遅く」（ヤコブ 1:19）の真理です。不思議なこ
とですが、「傾聴」を通して福音を「語る」機会が多く与え
られています。戦後の貧しい日本からブラジルに渡った
日系一世は、それぞれに過酷な生活を通って今を生きて
おられます。みな高齢化し、最後の伝道の機会を待って
おられるかのようです。残された日本語伝道を継続し
ながら、次世代の日系社会の祝福につながる地域への
宣教方策を祈りつつ進めています。世界のどこにあって
も変わらないみことばと聖霊の力に信頼して。

今も続くブラジルの日系人伝道
Ken Hamada
浜田 献

日本同盟基督教団 ブラジル宣教師

From Graduates on the Field
卒業生の働きの場から
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Kazuo Wakai
若井 和生

飯能キリスト聖園教会 牧師
聖書神学舎 講師

The Testimony of an Instructor
講師の証し04

歴史を紡ぐ～教会に召された喜び

　私が今奉仕させてもらっている飯能キリスト聖
園教会に、89 歳になる兄弟がおられます。この
兄弟がかつて少年だったころ特攻を目指す軍国
少年だったことを、兄弟とのお交わりを通して教
えられました。

　戦争の真実を知らされず飛行機に乗れるとい
うあこがれだけで特攻を目指していたこと、お国
のためにいのちを捨てて戦うことが最高の栄誉
であると教育を通して信じ込まされていたこと、
子どもたちを戦場に送り出す親たちが内心では
苦しみ涙していたことなどの体験談をいろいろと
聞かせていただきました。

　この体験を教会の皆にも是非知ってもらいた
い。特に若い世代の方々、子どもたちにも知って
もらいたいと私は思い、昨年一度、教会の皆の前
で兄弟に一時間程話しをしてもらい、その後、平
和のために、日本の国の未来のために祈るひと時
をもたせていただきました。

　話は変わりますが、昨年の夏、教会に韓国から
20 名程のお客様をお迎えした時がありました。
そのお客様の来訪を誰よりも心待ちにしていた
のが、その兄弟でした。兄弟の内に、その方々に
どうしても伝えたいメッセージがあったからです。

　兄弟は韓国の方々に謝りたいと話しておられ
ました。まだ子どもの頃、兄弟の住む町に朝鮮人
の家族がおられたとのこと。町全体でその家族
を見下す雰囲気があったそうですが、兄弟も一緒
になって朝鮮の方々を馬鹿にしたり、侮辱したり
したそうです。

　兄弟はその時のことを忘れることができず、そ
の後 80 年近く生きてきました。やがてキリスト
者とされた兄弟は、その時のことを思い出す度に
心を痛め、罪の意識を抱きつつ、悔い改めること
も謝罪することもできずに、人生を歩んでこられ
ました。ところが教会に韓国からのお客様が
やって来ると知った時、兄弟にはこれが神によっ
て与えられた一つの機会であると感じられたよう
です。

　8 月最初の日曜日、教会は韓国からのお客様
を迎え共に主を礼拝する機会が与えられました。
礼拝後の愛餐の交わりの中で、兄弟は韓国の
方々を前にして謝罪されました。「かつて少年
だった時、朝鮮の方を馬鹿にしてしまった私の罪
を赦してほしい」。そのように告白されたのです。

　韓国のクリスチャンたちの来訪が単なるイベン
トで終わることなく、一人の信徒に悔い改めと霊
的覚醒をもたらす機会になったこと、この経験が
教会全体に共有されたことを私は感謝していま
す。このような小さな出会いの中に、私たちの教
会の未来が示されている、と言ったらおおげさな
言い方になってしまうでしょうか。

　一人ひとりの人生に歴史があります。その中
で残されたまま長い間放置されている課題があ
るのではないでしょうか。主の恵みの中でそれら
が掘り起こされ、解決に導かれ、その経験が教会
全体で共有されていく時、教会に召された大きな
喜びを感じさせられます。



　ヨブ記 32-37 章にあるエリフのスピーチ
は、ヨブ記全体の中でどのような位置づけにあ
るのでしょうか。神学生のとき卒論発表会で
質問されて答えられなかった時以来、私の課題
の一つとなっていました。

　問題の所在；ヨブ記の他の箇所との文体の
違いや、言語学的な違いも指摘されますが、最
大の問題はエリフがプロローグにもダイアロー
グにも現れず、また、エピローグでも無視されて
いることです。その事からファイファーはヨブ
記のオリジナルの一部ではないと結論づけ、ク
ラインズも元々 27 章と28 章の間に位置して
いたと考えます。しかし、そのように考える必
要があるのでしょうか。

　たしかにエリフは 32 章で突然現れますが、
その分同章冒頭には彼の紹介が長くあり、プロ
ローグに出てこない理由は 6-7 節でエリフ自
身が説明しています。また、エピローグに出て
こないのも、余計なものを省く作者のスタイル
なのでしょう。エピローグにはエリフばかりで
なく、サタンも出てこないのです！ヨブの苦難の
きっかけを作ったのはサタンであり、その策略
がどうなったかが回収されないことは、ストー
リー展開上エリフよりも大きな問題です。しか
し、アンダーセンの注解書のアウトラインにあ
るように、主とサタンの会見は、主とヨブの会見
で回収されるのであり、結末に出てくる必要は
ないのです。同様に、エリフについても、作者が
彼に託した役割は 38 章以降の主の顕現に向
けてヨブと読者とを備えさせることにあるので、
エピローグに再登場させる必要はないのだと

思われます。

　フリードマンという学者は、エリフの 4つの
スピーチが、ヨブと友人たちとのダイアローグ
と、主のスピーチとに内容的に密接に結びつい
ていることを明らかにしました。フリードマン
はそこからエリフのスピーチをばらばらに切り
離して、「本来の場所」を探そうとします。です
から、彼の結論は受け入れられないものの、エ
リフのスピーチがヨブ記全体の一部分として内
容的に機能していることの指摘は重要です。

　ではエリフは何を言っているのでしょうか。
彼はヨブや 3 人の友人への怒りとともに、
(1) 神は人よりも偉大である (33:12-28; 
35:1-8)、(2) 神が黙っておられるなら、だれも
とがめることはできない (34:29; 35:12-13)、
(3) 神は苦しむ人をその苦しみの中で助け出
す (36:15; 33:19-28; 36:7-12) と主張し、
最後に (4) 「あなたは知っているか」(37:15) 
と自然現象の中に現される神の奇しいみわざ
を豊かに述べます。特に同章 21 節以降は神
の栄光が現されることに道を備えているように
思われます。また、35 章 16 節は、その後の神
のスピーチにも、ヨブのことばにも繰り返され
ます。

　では、エリフはヨブを説得することに成功し
たのでしょうか。神の偉大さや苦しみの教育
的意義を唱える彼の主張は、正しくはあって
も、苦しんでいる人に届く言葉ではありません
でした。ヨブの苦しみに真の解決がもたらされ
るためには、最後に神のスピーチが来なければ
ならないのです。

Digging Deeper 
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 Nobuhito ito
伊藤 暢人

聖書神学舎 教師 
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４月 ７日(火)
４月１０日(金)
５月２１日(木)
６月 ４日(木)～６月 ５日(金)
６月１３日(土)
６月２７日(土)～７月 ３日(金)
７月 ４日(土)～８月２７日(木)
７月 ６日(月)～７月 ８日(水)
７月中旬～
８月1９日(水)～８月２１日(金)
９月 １日(木)
１０月 ９日(金)
１０月１０日(土)～１０月２１日(水)

入会式
前期授業開始
祈りの日
特別講義
教会音楽のひととき
集中講義
夏期調整期間
夏期研修講座
キャラバン伝道
教会音楽夏期講習会
前期授業再開
前期授業終了
秋期調整期間

１０月１３日(火)～１０月１4日(水)
１０月２２日(木)
１１月 ７日(土)
１１月２０日(金)
１１月２８日(土)
１２月 ９日(水)～１月　４日(月)

リトリート
後期授業開始
オープンデイ
祈りの日
賛美礼拝
クリスマス調整期間

１月 ５日(火)
２月 ８日(月)
２月１１日(木)
３月１０日(水)
３月１１日(木)
３月１５日(月)

2021

2020年度 主要年間予定 
2020 School Year

2020

後期授業再開
入会試験
信教の自由を守る日
後期授業終了
卒論発表会
第6２回卒業式 

2020 年度は次のようなプログラム、講座を予定しています。各講座の詳細は、別紙案内やウェブ
サイトをご覧ください。このほかに聴講制度があります（詳細は事務局まで）。

2020年度 講座案内
2020 Courses and Schedule

第45回 夏期研修講座
「詩篇の歴史的釈義の試み」
期間：7月 6日（月) ～ 8日（水）
会場：奥多摩福音の家
対象：牧会者とその配偶者
講師：津村 俊夫

（聖書宣教会 聖書神学舎教師）

第36回 教会音楽夏期講習会
「みことばと音楽」
期間：8月19日（水） ～ 21日（金）
会場：聖書宣教会（宿泊は別紙案内参照）
対象：聖歌隊員、聖歌隊指導者、奏楽者、独唱者等、

礼拝や教会の諸集会で音楽の奉仕に携わって
いる方、および奉仕の準備をしたい方。 牧会者・
教職者・信徒の方も参加できます。

講師：聖書宣教会教師・講師ほか

聖書講座 : 金曜日10:30-12:10
聖書の基礎的な学びの機会を求めておられる方々
のための講座です。

前期15回 : 詩 篇
講師：津村 俊夫

（聖書宣教会 聖書神学舎教師）
会場：ぶどうの樹キリスト教会（四ッ谷） 
後期15回 : エペソ人への手紙
講師：岸本 紘 

（川越聖書教会 名誉牧師）

ひろし

教会合唱講座 : 火曜日
聖歌隊員、聖歌隊指揮者、教会学校教師、会衆の方、
賛美を学びたい方のための講座です。初めての方も
歓迎いたします。

前期９回、後期９回
・基礎講座
（個人･グループ指導） 17:00～18:30
・合唱講座  18:00～20:00
上記のいずれか一つ、または両方受講可能です。
18:00～18:30は、みことばの時（共通）です。
講師：飯島 千雍子

（聖書宣教会 聖書神学舎教師）
馬場 義実（ときわ聖書教会 伝道師）
須田 松子（西堀キリスト教会 音楽係）

会場：浜田山キリスト教会 
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